
「ＤＥＤＴ」の機能アップ（Ｖ０５Ｌ１２／Ｖ１０Ｌ１２）
平成１４年１２月１６日

ＤＥＤＴ機能追加／変更情報

①．レコード結合，分割（機能追加）（固定長レコードファイルのみ）
レコード結合を行う場合，出力レコード長は４０９６バイト以内である．

②．データタイプ，リテラルで日本語項目指定（機能追加）
データタイプで‘Ｎ’と指定し，リテラル内に日本語を指定する．

③．ＶＳＡＭファイルの取扱い編成（機能追加）
ＫＳＤＳだけでなくＥＳＤＳ，ＲＲＤＳの入出力を可能とした．

④．ＶＳＡＭファイルのアクセス名（変更）
‘ＶＳ’，‘ＤＢ’で始まるものを対象とし，‘ＫＳ’は一般ファイル扱いとした．

⑤．件数リストの出力形式（変更）
（ＭＯＶ），（ＩＮＳ） 件数を無条件に出力していたが制御文の指定がある場合のみ出力する．

⑥．１０進数値項目符号の特別処理（機能追加）
絶対値（ＳＡ），固定符号（ＳＢ），逆転符号（ＳＣ）の指定を可能とした．

⑦．制御文のチェック強化，エラーコード（変更）
データタイプと比較記号，ＭＡＴオペランド ，ＫＥＹオペランド ，ＥＪＥオペランド 等のチェック強化．

⑧．入力ファイルの取扱い媒体（機能追加）
ＦＰＤを入力として扱える様に修正した．従来は出力だけしか扱えなかった．

⑨．項目照合処理におけるキー項目照合（機能追加）
ＫＥＹオペランドの追加により，キー項目照合を可能とした．（昇順または降順）

＜西暦２０００年問題対応済＞
⑩．出力件数指定（ＯＣ）でレコード分割指定（ＤＶ）の扱い（変更）

入力データ単位で比較するので出力件数がＯＣ指定より多くなる場合が発生する．

⑪．ＣＯＩＮ，ＬＩＳＴファイルのＲＬ，ＢＦ（変更）
ＣＯＩＮのＲＬ：８０⇨８０バイト 以上，ＬＩＳＴのＢＦ：１４⇨２８に変更した．

⑫．ＲＤＢⅡ（ＤＢ／ＥⅢ）データベースの取扱い（機能追加）
ＲＤＢⅡ（ＸＳＰ，ＭＳＰ），ＤＢ／ＥⅢ（ＥＳＰⅢ）データベースを入力可能とした．

⑬．日付，時刻，入力ファイル１のレコード番号の出力編集（機能追加）
処理開始時点の日付，時刻，入力ファイル１のレコード番号の出力編集を可能とした．

⑭．３１ビットアドレス拡張対応（機能追加：ロードモジュールの動作制限解除）
２４ビットアドレス⇨３１ビットアドレスモードでの動作を保証した．

⑮．リテラル編集でのＬＴＲ文の取扱い（変更）
リテラル編集で，ＬＩＴ文の他にＬＴＲ文の指定も可能とした．

⑯．ＣＮＴＣＨＫパラメータの追加（変更）
ＤＥＤＴ文のＮＣパラメータがなくなり，代わりにＣＮＴＣＨＫ＝ＹＥＳ／ＮＯを追
加した．省略時はＮＯ扱い（Ｖ０９までのＮＣ指定と同じ）となります．

⑰．制御文でオペレーション部の日本語指定（機能追加）
／ ＤＥＤＴ → データ など（詳細は「使用手引書」を参照）
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※⑰．処理対象データの指定方法（機能追加）
ＳＥＬ文で奇数番目／偶数番目のデータを処理対象に指定可能とした。

※⑱．日本語オペレーション／ファイル、選択（変更）
データ→ファイル、抽出→選択（隠し機能で旧オペレーションも指定可能）

ＤＥＤＴ障害修正情報

①．１ジョブステップ 内での複数処理時におけるファイル編成の取扱い順序（障害修正）
一般ファイル，ＶＳＡＭファイルが混在する場合，一般ファイルを先に処理しないと異常終了する．

②．１ジョブステップ 内での複数処理時におけるＭＡＴ文の異常終了（障害修正）
２回目のＭＡＴ文の処理時に異常終了する．

＜西暦２０００年問題対応済＞
③．１千万件を越えたデータの消滅（制限解除／障害修正）

データ件数が１千万件を越えた場合に残りのデータが消滅していたのを，エラー表示
し，異常終了とする．
隠しパラメータ（ＤＥＤＴ文のＮＣオペランド）による対応は可能であるが，処理件
は下７桁しか表示しないので注意が必要である．

④．ＳＥＬ文／ＭＡＴ文の処理で異常終了（障害修正）
従比較項目が内部１０進形式の場合，０Ｃ７で異常終了する．

⑤．４バイトの固定小数点リテラルで異常終了（障害修正）
ＳＥＬ文／ＬＩＴ文で、４バイトの固定小数点リテラルを指定すると異常終了する．

⑥．ＬＩＴ文のリテラル編集で異常（障害修正）
ＬＩＴ文（ＬＴＲ文）のリテラルで，最初の１バイトが１６進の’ＦＡ’～’ＦＣ’
である場合、’０９１Ｘ’で異常終了するか処理結果が保証されない場合がある。
（データタイプがＦ，Ｘ，Ｂの場合）

△⑦．１千万件を越えるデータの処理で異常終了（障害修正）
同一ジョブステップ内の最後のＤＥＤＴ文の処理において，ＮＣ指定してもデータ件
数が１千万件を越えるとエラーコード’０９９Ｘ’で異常終了する．
また，ＮＣ指定した場合もＩＣ，ＯＣの指定値が有効となる．

△⑧．固定長レコードから可変長レコードに形式変換する場合に、「入力レコード長－４」
バイトしか出力できない。また、システムエラーコードが０Ｃ４や９００（ＸＳＰの
場合のコード）で異常終了したり、結果がおかしい場合が稀に発生する。

ＳＥライブラリ「ＤＥＤＴ（Ｖ０５Ｌ１２）」は，１９９９年１２月で保守打切りとさせて頂い
ています。ＳＤＣ商品への切替をお願いします。

△が前回（Ｖ１０Ｌ１１），※が今回（Ｖ１０Ｌ１２）の変更箇所です．

富士通岡山システムエンジニアリングのサイトで情報提供しています．
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